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令和６年度尾張旭市地域福祉計画推進会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和６年８月２９日（木）午後１時３０分から午後３時１０分まで 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所南庁舎２階 ２０１会議室 

３ 出席構成員 

  松宮委員、森委員、長谷川委員、大島委員、松原委員（５人） 

４ 欠席構成員 

  加藤委員、秋田委員、齋場委員、河口委員、田中委員（５人） 

５ 傍聴者数 

  ０人 

６ 出席した事務局職員 

  尾張旭市 健康福祉部長 臼井武男、福祉政策課長 加藤貴之、 

福祉政策課係長 伊藤正貴、福祉政策課主事 竹浪琴乃 

  社会福祉協議会 事務局長 若杉浩二、係長 森島一樹、主査 鈴木暢一 

７ 議題 

⑴ 推進会議について 

⑵ 進行管理方法について 

⑶ 進捗状況と内部評価の結果について 

８ 会議の要旨 

１ はじめに 

福祉政策課長 本日は、お忙しい中、御出席いただきまして、誠に、あり

がとうございます。 

定刻となりましたので、令和６年度尾張旭市地域福祉計画

推進会議を開催します。 

議題に入りますまでの間、私、福祉政策課長の加藤が進行

役を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

本日の会議は構成員１０名のうち、５名の出席をいただい

ております。 

それでは、次第に従いまして、進めてまいります。はじめ

に健康福祉部長 臼井 武男より御挨拶申し上げます。 

健康福祉部長 皆さん、こんにちは。健康福祉部長の臼井でございます。 

まずもって、皆さん本日は、大変お忙しい中、また、お足

元の悪い中、本会議に御出席をいただき、誠にありがとうご

ざいます。 
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また、日頃から、本市行政に格別の御理解と御協力を賜っ

ておりますことに対し、この場をお借りして厚く御礼申し上

げます。 

さて、「地域福祉」とは、誰もが住み慣れた地域で、安心し

て暮らせるよう、関わる全ての者が主役となって進めていく

地域づくりの取組を指します。そうした取組を総合的に推進

する上での「羅針盤」ともいうべきものが、この「地域福祉

計画」でありまして、現在の「第４期」となる計画は、令和

３年度からの５年間を計画期間としており、本年は４年目の

年にあたります。 

本日の会議は、会議名称のとおり、地域福祉の取組をさら

に推進するための「進行管理」に資するものであり、主に昨

年度の事業実績について、客観的な評価をしていただくもの

でございます。 

皆さんには、どうぞ幅広い視点から、忌憚のない御意見を

いただきますようお願いを申し上げまして、はなはだ簡単で

はございますが、冒頭の挨拶とさせていただきます。 

本日は御欠席の方が非常に多いなかで大変恐縮ではござい

ますが、本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

福祉政策課長 ≪資料の確認≫ 

≪会議の公開について説明≫ 

それでは、次第２「議題」に移りたいと思います。本日、

会議資料として送付させていただきました本推進会議の開催

要綱にありますとおり、第４条第２項の規定により座長が会

務を総理することとなっておりますので、議題の進行につき

ましては、座長の松宮先生にお願いしたいと思います。 

 それでは、松宮先生お願いします。 

２ 議題 

松宮座長 どうぞよろしくお願いいたします。松宮です。 

では早速、次第２の「議題」に沿って進めてまいりたいと

思います。 

「（１）推進会議について」及び次の「（２）進行管理方法に

ついて」は、関連がありますので一括して事務局より説明を

お願いします。 

事務局 ≪事務局より説明 ≫ 

  



3/10 

 

松宮座長 ただ今の内容について、何か確認等ございますか。 

 ≪意見なし≫ 

松宮座長 「（３）進捗状況と内部評価の結果について」に移ります｡

資料が多いため、基本目標ごとに区切って、説明をお願いし

ます。説明の後、質疑を行います。 

では、「基本目標１ 隣近所や地域の力による福祉活動の展

開」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長 ただ今の内容について、何か御質問、御意見などございま

したらお願いします。 

大島委員 資料２の最後の４－４－２の交通安全対策の推進のところ

質問してもよろしいでしょうか。 

松宮座長 ４－４－２は後ほどお願いします。 

今のところで何かよろしいですか。特にＢ評価というとこ

ろ中心に説明いただきました。 

大島委員 資料３の福祉マインドフェアの充実について今年のことで

すが、これまでは、広報誌にマインドフェア開催のチラシが

折り込まれていました。今回、チラシがなかったので非常に

残念だったんですけれども、毎年折り込んでいただけるとあ

りがたいと感じました。 

事務局（社協） 大島委員が仰られた通り、チラシの効果は大きかったと社

協としても感じています。今年度はチラシを全戸配布せず、

子どもたちの参加者を増やしたいという思いから、公立保育

園にチラシを配ったのですが、正直そこまで大きな効果は見

られなかったというのが現状です。来年度に関しましては、

チラシを配布するしない以前に、どのように広報していくの

かという部分も含めて今後検討していきたいと思っておりま

す。 

大島委員 使えない部屋もあったようですので、そんなにたくさん来

てもらっても大変なことになったかなとは思うんですけど、

ちょっと予想以上に子どもたちが少なかったなと思いまし

た。 

松宮座長  チラシについては検討するということで、よろしくお願い

します。他にはいかがでしょうか。 

メールマガジンでの停止で今後配信の方向とかも検討して

いくということだったと思うんですけど、何かデータとして
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広報の在り方とか、今年度から次年度に向けて計画されてい

ることとか、内容について考えておられることとかあります

でしょうか。 

事務局（市） 具体的な周知・配信の対象については現状検討中ではござ

いますが、市の公式ホームページがリニューアルしたことや

ＳＮＳが普及していることを踏まえまして、事前登録された

方への限定的な配信だけではなく、広く情報を周知できるよ

う方法の見直しを検討してまいりたいと考えております。 

松宮座長  他にはいかがでしょうか。 

最後に全体を通して質問いただく時間を取りたいと思いま

す。次に、「基本目標２ 地域福祉活動に対する支援施策の充

実」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長 ただいまの内容について、御質問、御意見などございます

でしょうか。 

松宮座長 社協のチャレンジ事業の目標値をボランティアサロンの開

催等で達成できたと思うんですけど、成功した理由はありま

すか。 

事務局（社協） 令和４年度に開催した講座のアンケートであったり、職員

がボランティア団体や市民の直接の声を講座に反映したとこ

ろ、今まではあまり定員を超すことはなかった講座が、徐々

に定員を超えた講座が少し出てきました。その時その時の時

代に合わせた講座内容をそれぞれの職員が検討して講座内容

を企画したというところから例年よりも安定した参加者の確

保ができたと感じております。 

松宮座長 全国的にはボランティア養成者数は伸びていないと思うん

ですけど、これだけ上がったのはそういう工夫をされたんだ

とわかりました。他にはいかがでしょうか。 

また、全体としてありましたら後ほどお願いいたします。 

 続いて、「基本目標３ 福祉サービスの充実と適切な利用促

進」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長 ただいまの内容について、御質問、御意見などございまし

たらお願いします。 

森委員 行政の方で、例えば３－１－１令和４年度６，１０１件、

令和５年度も同じ６，１０１件だったんですけど同じ数字に
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なるのか。 

事務局（市） 担当課にも件数を確認させていただいた結果、同数であっ

たということでした。 

森委員  社協の方の上の３－１－１の地域包括支援センターの相談

件数について、１２，０００件という目標ですが、相談件数

が多いほうが良いのか、少ないほうが良いのか疑問。 

事務局（社協）  相談はできれば無い方が良いが、活動している状況を皆さ

んにお知らせするため、毎年の件数をお出ししています。成

果指標というより、活動指標といわれるのが１２，０００件

ということになります。事務局からの説明のとおり△や〇を

つけるということが目的ではないということで捉えていただ

ればありがたいです。 

大島委員  あさひ生活応援サポーター事業について、この１年で特徴

的なことがありましたら、教えていただきたい。 

事務局（社協） あさひ生活応援サービスは、件数が年々口コミで増えてい

ます。その反面、気温が上がっているということがありまし

て、この夏の時期ですと、高齢者の方は草取りをしてほしい

という方が結構みえています。今までは７月８月を中心にし

ていましたが、今、７月８月９月で果たして１０月もやって

も大丈夫なのかと疑問が出てきています。ただ、利用者の方

にとってニーズが高まってきて今も待ちが３８件ありますの

で、今年度が９月が終わったら再開する予定です。３８件を

何か月で解決できるかというのがひとつの問題と、生活応援

サポーター養成講座の集まりが悪いという状況が続いており

ます。各校区社協の会長さんを通じて回覧等、周知はしてい

るが、ここ何年か反応がないような状況が続いておりますの

で、サポーターを増やさないと多くの件数に対応ができない

状況になりますので、サポーターの養成講座にまず参加して

いただく数を増やしていきたい。ただ、どのように周知して

いけばいいかというのが、事務局の方では行き詰っている状

況。委員の皆様には、関係団体で周知いただけるようであれ

ば、チラシ用意させていただいておりますので、チラシの方

で周知いただけると助かります。 

松宮座長 今のサポーターの件ですけれども、簡単な講習を最初にや

って、次のステップで本格的なものをやっていただく。例え

ば学校の授業で受講してもらって、そこから希望者は次のス
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テップに行く。例えば、認知症のサポーターもそうですけど、

最初の取っ掛かりを少し準備いただけると、そこから何人か

が次のステップに行けばといった、参加方法もあるかなと。

組織管理で高校、専門学校、大学など周知するとやりやすい

かと思います。 

松宮座長  「基本目標４ 誰もが安心して安全に暮らせる地域づくり」

について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長 ただいまの内容について、御質問、御意見などございまし

たらお願いします。 

森委員 災害救援ボランティアコーディネーター養成講座を、オン

ラインで行ったということですが、このオンラインの仕組み

というのは各自の自宅のパソコンでやってるんですか、それ

とも社協のパソコンでやるんですか。 

事務局（社協） 令和５年度が岡崎市ということで、近い市町村でしたが、

本来であれば、例えば九州などの遠く離れた、災害ボランテ

ィアセンターを運営したことがある被災地社協とオンライン

で会場を繋いで活動報告をして頂く。講師は、そのオンライ

ンで繋いだ社協以外に認定特定非営利活動法人レスキュース

トックヤードという団体が名古屋市にありまして、その方を

講師に迎えて全体の講義をしてもらう。その中の１コマで遠

く離れた被災地社協と活動をオンラインで会場に対して報告

をしてもらうというような形での取り組みを、始めていると

いう内容になっています。 

大島委員 災害ボランティアコーディネーター養成講座ですけど、「救

援」が基本目標に入っていなかったんですが、名称が違いま

す。 

事務局（社協） 災害ボランティアコーディネーター養成講座に変更しまし

たので、次期計画から修正します。 

大島委員 先ほどのオンラインの件で、そういう団体に参加している

んですけれども、実際に災害があったところで、実際に活動

されたところの話をオンラインで、画面を見て勉強したんで

すが、非常に臨場感があって勉強になりました。災害を気に

しているところが少ないですから、机上の空論ばかりだった

んですけれども、よかったと思います。 

大島委員  バリアフリー化について、最近車の運転免許を返納して、
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アシスト自転車に乗り換えた人が非常に多いんですけれど

も、その人たちから聞くのは、歩道などの段差やがあっ側溝

の蓋がない。非常に怖い。段差も修理がされていなくて転倒

した人、この１年間で３人ぐらい知っており骨折している方

もいる。すべて何とかしろと言われたら、市としても非常に

困るとは思うんですけれども、そういうところは点検したり、

修理したりというようなことについては特段の行動力をお願

いしたい。 

事務局（市）  御意見いただきましたので、担当課にお伝えさせていただ

くとともに、今スマートフォンで道路状況を写真で撮って通

報するということを土木管理課がやっています。道路で不具

合があれば散歩しているときなど、通報していただける取り

組みに参加いただけると大変ありがたいことですのでよろし

くお願いします。 

大島委員 皆さんに広めたいと思います。 

松宮座長 「基本目標５ 誰も自殺に追い込まれない地域づくりの推

進」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長 ただいまの内容について、御意見、御質問などございます

か。 

松宮座長 こころの健康相談件数について、数としては少ないと思う

んですけれども、障害の相談窓口で精神が領域としては多い

と思う。精神の領域の相談が受けられてるのであれば、問題

ないと思う。精神の領域の相談が圧倒的に少ないところは、

うまくいっていない印象。相談の件数自体が多い少ないでい

うと、精神の領域では多いほど、ちゃんと相談が受けている

ことだと思いますので、その点がデータとしてあれば、課題

も見えてきたりすると思いますので、検討いただければと思

います。 

事務局（市） 資料１の基本目標３の３－１－１の基幹相談支援センター

における相談件数の中に障害者の方の相談件数が載ってあり

ますので、そこの内訳を調べておきます。 

事務局（市） 心の健康相談を保健福祉センターで行っており、その結果

を記録として福祉政策課に提出していただいています。その

後、福祉課と基幹相談支援センターに展開しております。 

松宮座長 「第５章 尾張旭市成年後見制度利用促進計画」について、
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事務局より説明お願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長 ただいまの内容について、御意見、御質問などございます

か。 

 ≪意見なし≫ 

松宮座長 「校区別アクションプラン」について、事務局より説明お

願いします。 

事務局 ≪資料に基づき説明≫ 

松宮座長  ただいまの内容について、御意見、御質問などございます

か。 

松宮座長  あくまでも自己評価という形で、校区によってずれはある

が、内容見ていただくと、本当はＡじゃないのかな、本当は

Ｂじゃないのかなというところもあると思うんですけれど、

それぞれの校区ごとの評価ということになります。 

大島委員 子ども会の解散が非常に多くなって働いているお父さんお

母さんが多くなって、子ども会の世話する人が減っちゃった

のかなというのが理由なのか、残念でしょうがなかった。 

森委員 お父さんお母さんが働いてて、土日に子ども会の行事を、

面倒見るということがだんだんできなくなってきている。そ

れともう一つ、子ども自体がお稽古事に通うため、子ども会

に参加できなくなっている。そこが一番問題なんですけれど

も、我々が子供のころは、子ども会でどっか行こうとかが多

かったんですけれども、今はもう自分たちで好きなところに

行き、遊ぶというのが多いと思います。どこの地区でもそう

ですけれど子ども会に加入しない家庭が増えているというこ

とで、子ども会が解散というのが増えてくること、それから

子ども会の人数が少ないもんですから、ある町内のＡＢって

あったところが、一つだけにしないと成り立たないことがあ

ります。 

松宮座長 計画策定時から課題になっていたところかと思います。町

内会加入と含めての課題かと思います。どういう形で存続で

きるのか、どういう形で継続できるのか、方法を含めて、何

かいい事例がありましたら共有頂ければと思います。他には

いかがでしょうか。 

議題全て終了しました。全体通して意見等ありましたら、

この場でお受けしたいと思います。 
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大島委員 移動の手段の問題で、免許返納した人たちは、「早く返さな

かったらよかった」「こんな不便なことはない」ということが

枕詞のように出てくる。例えば免許返納した人は、買い物に

行くにも病院に行くにも不便でしょうがない。タクシーを呼

びたいけれどもタクシーも来てくれない、というようなこと

があるんですが、そういうようなことに対する買い物も含め

た対策を早急に考えていかないといけない時代じゃないのか

なと思います。イベントに行きたくても足がないから行けな

い、雨降るから行けない。車と運転手を貸し出してくれて、1

キロ 10 円でやってくれ、その車に何人か乗ってそのお金を払

うようなことが社協でやっているっていうのがあるって聞い

たことがある。運転手の確保とか難しいことがあると思うん

ですけれども、あさぴー号とタクシー券だけではやってけれ

るのかっていうのはやっぱり検討していただけたらと思って

います。 

松宮座長 まさに地域福祉の重要な移動の支援というところです。 

事務局（市） 地域の移動手段の確保というのは、大変重要視しており、

市長はオンデマンドタクシーをやりたいという思いは持って

おります。都市計画課の方で、実証実験を１０月からやると

いうことで、ちょっと詳しい事業名は失念して申し訳ないん

ですけれども、ちょこっと乗りができる移動手段を始めると

いうことで、都市計画課の方で実証実験を始めるということ

で、プレスリリースが出たといっていましたので、公表され

ているものだと思うんですけれど、そういった地域の移動手

段をどうしていくかということを今ちょっとずつでも形にし

ようとして今始めておるところですので、また実証実験中に

そういった活用する機会がございましたら活用していただい

て、何か御意見等伺う機会がありましたら、お出しできると

よりよくなると思いますので、よろしくお願いいたします。 

松宮座長 そういう情報も市で進められていることについて、またい

ろいろ教えていただければと思います。他にはいかがでしょ

うか。よろしいでしょうか。 

松宮座長 では、皆様御協力をいただきましたことによって、すべて

議題は終了いたしました。御協力いただき誠にありがとうご

ざいました。以降の進行を事務局にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 
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３ その他 

福祉政策課長  次に、次第３の「その他」についてです。 

今後についてですが、この推進会議の開催を年１回程度、

開催することを予定しております。来年度につきましても、

８月頃の開催で予定しておりますので、御承知おきください。 

また、本日の会議出席に伴う謝礼を届出いただいている口

座に振り込みをさせていただきますので、併せて御承知おき

ください。 

次第３の「その他」は以上となります。 

福祉政策課長  以上をもちまして、令和６年度尾張旭市地域福祉計画推進

会議を閉会させていただきます。 

 本日は、ありがとうございました。 

 


